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府中市男女共同参画センターの事業計画及び運営に関することについて」は、今年

度の男女共同参画センター（以下、「センター」と言います。）事業及び今後のセンタ

ーの取り組みについて、検討を行いましたので、その結果を報告します。 

はじめに、令和３年度のセンターの運営については、新型コロナウイルスの感染拡

大により、施設の利用が制限され、多くの講座やイベントが中止となりました。しか

し、その中でも講座のオンライン開催により、意識啓発活動を続けたことは評価して

います。今後は、オンラインと対面のハイブリット開催を行うなど、参加者が選択で

きる方法を取り入れるとより良いと思います。 

次に、女性問題相談事業については、水・金曜日の夜間及び土曜日の日中の電話相

談を拡充するとともに、緊急事態宣言下においても電話相談を継続して実施したこと

は高く評価しています。近年もＤＶや虐待等による事件が多く、配偶者等から相談が

寄せられています。一人でも多くの被害者を救うためにも、女性問題相談による継続

的な支援を望みます。さらに、若年層への意識啓発として、若年層に対するデートＤ

Ｖ意識啓発講座についても、学生たちは毎年度流動していきますので、こちらも継続

的な実施を望みます。 

続いて、センターが委託事業として実施している市民企画講座については、今年度、

１０講座実施しており、専門性等を持つ団体と市が協働し、男女共同参画に係る啓発

や体験事業等が展開されました。一方で、毎年度、同じ内容の講座が続いており、応

募団体が固定化されているのではないかという懸念や、男女共同参画を推進するとい

う事業主旨とは異なる内容で申請する団体が見受けられます。新しい団体にも申請し

てもらえるよう広く周知することや、申請の段階で事業主旨を十分に理解してもらう

ことが必要だと思います。 

 






